Ｔｈｅ　ＢＬＵＥ　大清水　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ［ＢＯＳＡ］

(神奈川県立大清水高等学校野球部支援協会)

会　則

平成17年９月１日施行

[名称及び所在地]

第１条　　本会は、｢Ｔｈｅ　ＢＬＵＥ　大清水｣(以下、本会という)と称し、事務所を本会の会計宅に置く。　　　　　　　　　　　

[目　的]

第２条　　本会は、｢神奈川県立大清水高等学校野球部｣に対する支援及び試合の応援を通して、校風の高揚ならびに会員相互の親睦をはかることを目的とする。

[会　員]
第３条　　本会は、｢神奈川県立大清水高等学校野球部｣のＯＢ・ＯＧ(以下、ＯＢ会員という)からなるＯＢ会、ならびにＯＢ父母・一般(以下、賛助会員という)からなる賛助会、この二つの会を統括し、且つ、野球部に対する支援活動を行う運営組織として発足する。よって、本会の主旨に賛同し、別途、本会の定める会費を納めた者をもって会員とする。
[活動方針]

第4条 　　本会は、前述の目的を達成するために、次の方針にそって活動する。

(１)　本会は、営利的・宗教的活動にはいかなる関係も持たず、ならびに活動するものではない。ただし、寄付金をいただいたお店の広告を広報誌｢球音｣に掲載することは、営利活動にあたらないものとする。

(２)　本会は、監督の管理運営や試合の作戦・選手登用法等には干渉しない。

(3) 本会は、学校関係者及び現役父母会と、良き連携を保つ努力をする。

[事　業]

第５条　　本会は、前述の目的を達成するために、次の事業を行う。

(1) 野球部に対する支援。

(2) 会員相互の親睦を深めるための事業。

(3) 本会の広報誌｢球音｣の発行。

　　　　｢球音｣の編集・印刷の業務は現役父母会に委託してあるものの、本誌の発行

　　　　回数ならびに廃刊などの決定権は、発行元である本会が有するものとする。

(4) その他、目的達成上必要と認められる事業。

[組　織]

第６条　　本会は、本部と事務局を設ける。(組織図は別紙参照)

　　　　　本部は、会長を長とし副会長、監事をもって構成される。　　　　　　　

　　　　　事務局は事務局長を長とし事務局長補佐、及び会計、情報、企画部をもって構成される。(本部・事務局・部の詳細な活動内容は別紙参照)

[役員とその職務]

第7条 本会に、次の役員を置く。

(１)　会　長　１名(本会を代表し会務を統括する。総会等会議の召集を行う)

(2) 副会長　２名(会長を補佐し、会長に不都合がある時はその職務を代行する)

(3) 監　事　２名(その年度の会計状況を監査し、決算報告書に承認を与える)

(4) 事務局長　１名(事務局に属する各部門を統括し、本部と事務局の窓口となる)

(5) 事務局長補佐　１名(事務局長を補佐し、事務局長に不都合がある時はその職務を　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　代行する)

(6) 会　計　１名(会計事務を処理し、総会において予算・決算の報告をする)

(7) 会計補佐　１名(会計の業務を分担し、会計に不都合がある時はその職務を代行
　　　　　　　　　　する。また、会計がその任期内に職務続行が不可能な状況が生じ　　　

　　　　　　　　　　た場合は、会計補佐が自動的に会計の任に就く)

(8) 球音編集　若干名(広報誌｢球音｣に掲載するＯＢ会・賛助会用頁のための材料収集

　　　　　　　　　　ならびに記事作成)

(９)　情報部　若干名(本部や事務局からの連絡事項を各期に連絡し、出欠や賛否の返

事が必要なときは集計し、結果を会長または事務局長に報告する。

連絡方法は原則として電話、携帯、Ｅ-ｍａｉｌを使用)

(10)　企画部　若干名(会員の親睦と団結を深める様々な行事を企画立案し実行・運営

を担当する。実行委員長を長とし、数名の実行委員によって

　　　　　　　　　　構成される)

(11)　顧　問　若干名(役員経歴のある賛助会会員によって構成される。本部からの要　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　請がある場合において、会の運営等の相談に応じる)

[役員の選出及び任期]

第8条 役員は本会の会員の中より選出する。

(1) 会長、副会長、監事、事務局長は総会において本会会員によって選出される。

任期は３年とし、再選は妨げない。
(2) 他の役員は、本部と事務局長の協議のもと指名し、本人の承諾の後、総会において承認を得る。各役員とも任期は３年とし、再選を妨げない。
(3) 補充された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

[会議とその議決]

第9条 本会に総会・役員会を設け、会長が召集し議長を務める。議決は出席者の過半数の賛意をもって成立し、可否同数の場合は議長が決定する。

(委任は、情報部の連絡網を通して会長に届け出る)

(1) 総会････本会の最高決議機関であり、定期総会と臨時総会とする。

　本会会員による定期総会＜９月開催＞

1 事業計画及び予算計画等の議決と承認。

2 事業結果報告、監査報告の議決と承認。

3 役員の選任。

4 会則の改廃。

5 その他、会長が必要と認める事項。

　　　ＯＢ会会員も含めた全体の定期総会(マラソン野球当日)

1 ９月総会における議決事項の承認。

2 新会員の募集。

　　(２)　臨時総会････役員会において必要と認めたとき。または全会員の１／３以上の要求があったとき開催する。

(３)　役員会････本部役員と事務局長(補佐)、会計(補佐)、企画部実行委員長か　　

　　　　　　　　　　　ら構成され、本会の事業目的達成のための会の運営について協議する。運営上緊急を要する事項については、役員会において

　　　　　　　　　　　決定することができる。

[会　計]

第10条 本会の経費は会費・支援金及びその他の収入をもってあてる。

会費は年間２，０００円とし、支援金は従来通り一口３，０００円とする。

会費の徴収方法は役員への手渡し。または｢郵便振替口座｣への振込みとする。

会費の徴収期間は、毎年、９月１日から翌年の８月31日までの一年間をかけて徴収し、次期の会員を決定する。(会費についての詳細は別紙参照)

[会計年度]

第１１条････本会の会計年度は期首を９月１日、期末を８月31日とする。

[附　則]

1 この会則は平成17年９月１日をもって施行する。

2 会員名簿(ＯＢ・ＯＧ会員、学校関係者、顧問)は、会計補佐が管理する。ＯＢ会・賛助会用名簿(ＯＢ・ＯＧ会員、ＯＢ・ＯＧ父母、学校関係者、一般)は、会計が

管理する。

3 本会は、現役父母会と協力しあうが、互いの運営に関しては不干渉とする。

4 各期の代表者は原則として各期の主将とする。(主将が本会会員でない場合は当該期会員の中から代表者１名を選出する)　また、任期は設けないが変更がある場合は、情報部を通し事務局長または会計(補佐)に連絡する。

5 実際の運営においては、必要に応じて｢細則｣を設け運用をはかる。

＜細　則＞

１．慶弔費については、現状ではその支出に公平さを欠くため、当面凍結する。

本会の連絡網が完備され、かつ効率的に機能した時点で再考慮するものとする。　　

２. 上記１項の慶弔費について改訂。弔費について、ＯＢ・ＯＧ本人であった場合、会長、事務局長、副会長、会計で判断し会長名または「The BLUE　大清水」の名で弔電または献花等を出すことを一任する。（平成18年6月4日、承認・改訂）
本部・事務局の役割と職務内容

●本　部・・・・ＯＢ会・賛助会を統括する運営組織｢Ｔｈｅ　ＢＬＵＥ　大清水｣の最高機関と　　　　　　　　して位置し、会長を長とし副会長、監事で構成される。

[職　務]

　　★本部は会務を統括し、事務局の企画・実行・運営する各行事に対して助言と承認を行う。

★本部は会計の運用状況を監査し、決算報告書に対し承認を行う。

★本部は本会の主旨に反する行為を行った者や、会の運営を著しく妨げる者に対して退会を要求する権限を有するものとする。

●事務局・・・・事務局長を長とし会計、情報、企画部で構成される。

[職　務]

★各行事の企画・運営、連絡・通知事務、会費の徴収・管理事務、広報誌｢球音｣の発行事務のほか、名簿の維持・管理の責任を負う。

★ＯＢ・賛助会会員、野球部、現役父母会、学校関係者等からの要望や提案などの受け皿として位置し、検討を要するものは事務局長を通して本部に提示する。

★野球部との接触を密にし、野球部に対しての効果的な支援を模索し、本部の承認のもと支援活動を実施する。

情報部・・・・本部・事務局の要請があれば、連絡事項を会員に伝達する。また会員の

情報を収集し、それを会計または球音編集担当者に伝達する。

企画部・・・・マラソン野球のほか、会員の親睦を深める企画を立案し、本部の承認のもと、実行委員を中心に企画の実行・運営に責任を負う。

会計部・・・・会計・会計補佐、球音編集員で構成される。

会計は、会費の払込先である｢郵便振替口座｣及び｢普通預金口座｣の名義人となり、両口座の維持・管理の責任を負う。また本部・事務局にて、本会

の運営上において生じた経費を補填(振込または現金手渡し)する。

会計は入出金の帳簿を作成し、領収書を保管する。また本部・事務局からの要請があれば、会計報告書を提出する義務がある。

会計補佐は会計の業務を分担し、会計が業務続行が不可能になった場合

は、自動的に会計に就任し業務を引き継ぐ。

｢球音｣発行元は本会であるが、編集・印刷の業務は現役父母会に委託しているため、会計部は現役父母会との連絡を密にし、両会の関係が良好に保たれるよう務める。ただし、両会の運営に関しては相互不干渉とする。

球音編集・・・・球音編集員は｢球音｣に掲載するＯＢ頁用のための情報を収集する。また、情報部から報告されたＯＢに関する情報を会計に伝達する。

●顧　問・・・・賛助会会員の中から、役員経歴のある者によって構成される。

[職　務]
★本部からの要請がある場合、本会の運営、相談に応じる。

★式典などの公式行事開催の必要が生じた際には協力を要請し、かつ、顧問を通して賛助会会員の参加を呼びかけていただく。

